
2025 年 04 月 27 日 
午前 10 時 30 分 

 

復活節第 2 主日               No. 17 
 

主日礼拝    

 

前奏 「私は知っている。 

私を贖う方は生きている」 

(H.S.リビングストン JR) 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「わたしは知っている 

わたしを贖う方は生きておられ 

ついには塵の上に立たれるであろう。」 

(ヨブ記 19:25) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

交読詩編  16:5～11 

司式者：主はわたしに与えられた分、わたしの杯。 

会 衆：主はわたしの運命を支える方。 

司式者：測り縄は麗しい地を示し 

会 衆：わたしは輝かしい嗣業を受けました。 

司式者：わたしは主をたたえます。 

会 衆：主はわたしの思いを励まし 

    わたしの心を夜ごと諭してくださいます。 

司式者：わたしは絶えず主に相対しています。 

会 衆：主は右にいまし 

    わたしは揺らぐことがありません。 

司式者：わたしの心の喜び、魂は踊ります。 

会 衆：からだは安心して憩います。 

司式者：あなたはわたしの魂を陰府に渡すことなく 

    あなたの慈しみに生きる者に墓穴を見させず 

会 衆：命の道を教えてくださいます。 

一 同：わたしは御顔を仰いで満ち足り、喜び祝い 

    右の御手から永遠の喜びをいただきます。 

 
 
 

賛美 16-2,4「われらの主こそは」 
 

 

 
 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



聖書 マタイによる福音書 28:11～15 
                       新約(新共同訳)P60 
 

 

11 婦人たちが行き着かないうちに、数人の番兵は都に

帰り、この出来事をすべて祭司長たちに報告した。  

12 そこで、祭司長たちは長老たちと集まって相談し、

兵士たちに多額の金を与えて、 13 言った。「『弟子た

ちが夜中にやって来て、我々の寝ている間に死体を盗ん

で行った』と言いなさい。 14 もしこのことが総督の耳

に入っても、うまく総督を説得して、あなたがたには心

配をかけないようにしよう。」 15 兵士たちは金を受け

取って、教えられたとおりにした。この話は、今日に至

るまでユダヤ人の間に広まっている。 

 

賛美 321「しずかな喜び」 

 

 
 
 

説教  「広がる復活証言」 

 
 
 

賛美 329「目覚めよ、歌えよ」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 
 

 

後奏 「全世界の慰めなるキリスト」 

(J.S.バッハ) 
 

司 式 泉 克行 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


